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令和５年度１２月補正予算（案）の概要について 

 
 

令和５年１１月２１日 

（単位：千円） 

一 予算規模  

 

 １ 一 般 会 計      

            補   正   額                    ３４８,５８４ 

 

 

                   補 正 後 の 規 模               ６２１,０３２,０３９ 

 

 

                   前年度１２月補正後予算との対比         △３８,６９７,７３５ 

                                       （５.９％減） 
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  《補正予算の財源》 

 

    特 定 財 源                                 ３９,７９４ 

 

国 庫 支 出 金            △６８,３５６ 

 

 

           県      債              ７５,１００ 

 

 

そ   の   他                  ３３,０５０ 

 

 

 

    一 般 財 源                               ３０８,７９０ 

                      繰 越 金                     ３０８,７９０ 
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 ２ 特 別 会 計 

 

   工 業 団 地 開 発 事 業 特 別 会 計                 ２２０ 

 

   国 民 健 康 保 険 特 別 会 計                ３４０ 

 

＜債務負担行為＞ 

   能代港エネルギー基地建設用地整備事業特別会計             （１５,０００） 

 

   港 湾 整 備 事 業 特 別 会 計             （９６,９６１） 

 

 

 ３ 企 業 会 計 

 

   電 気 事 業 会 計                            △９３０ 

 

   工 業 用 水 道 事 業 会 計                             △２,８９３ 

 

   下 水 道 事 業 会 計                           １９,４０３ 

 

＜債務負担行為＞ 

   下 水 道 事 業 会 計              （１,０３２,３０９） 
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二 補正予算(案)の主な内容 

今回の補正予算(案)は、新秋田元気創造プランに基づく事業のほか、公共事業の発注を前倒しす

るための債務負担行為等について計上した。 

 

 Ⅰ 新秋田元気創造プランに基づく事業等 

 

（１） 秋田とつながる若年女性のネットワーク構築事業               １,１２１ 

若年女性の県内定着・回帰に向け、県外の若年女性との意見交換により、 

秋田に対するニーズ等を収集するとともに、秋田と首都圏のネットワーク 

を形成する。 

                                 

（２） 児童会館安全安心確保事業                       １,４１０ 

        秋田県児童会館における新型コロナウイルス感染症対策や、利用者の暑さ 

    ・寒さ対策のために必要となる備品等を整備する。 

 

（３）情報基盤システム再構築事業                      ４２,３５１ 

業務の効率化を図るため、情報共有をサポートするコラボレーションツー 

ルの導入に伴う通信負荷を分散する装置の整備や、行政情報ネットワーク 

の無線化に向けた基本設計を行う。 
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（４）デジタルガバメント総合推進事業                    ３１,２０２ 

テレワークを始めとした多様な働き方を推進するため、モバイルワーク用 

のパソコン及びルータを整備する。 

 

 （５）ツキノワグマ被害防止総合対策事業                   ２４,７０５ 

    ①人里への出没対策強化事業                 1,959 千円 

     地域の安全安心を確保するため、麻酔銃を追加購入し北秋田及び仙北地 

域振興局に 1 丁ずつ配置する。 

   ② ツキノワグマ捕獲緊急対策事業              22,746 千円 

ツキノワグマ被害の拡大に伴い、有害捕獲等による負担が大きくなって 

いる秋田県猟友会を支援する。 

・補 助 先 秋田県猟友会 

・補 助 率 10/10（県 10/10） 

・補助単価 ①捕獲者慰労金 １頭当たり 7,000 円 

      ②猟友会慰労金 3,750 千円（定額） 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 - 6 -

 ＜債務負担行為＞ 

○情報基盤システム再構築事業                      （１０１,６８９） 

次期一人１台パソコンのセキュリティを保ちつつ、持ち運びの利便性を向上 

するため、顔認証システムを導入する。 

 ・設定期間 令和６年度 

 

○デジタルガバメント総合推進事業                     （２４,１７０） 

令和６年度からの本格実施に向け、職員のテレワークに必要なライセンスを 

整備する。 

   ・設定期間 令和６年度 

 

   ○若者の県内定着・回帰総合支援事業                     （８,８７１）  

①県内企業インターンシップ等紹介事業                   (4,215 千円) 

    県内企業の概要やインターンシップ等のプログラムを紹介するオンライン 

セミナーを開催する。 

・設定期間 令和６年度 

②先輩社員によるあきた就活応援交流会事業              (4,656 千円) 

    県内企業に就職した先輩社員の生の声を聞き、秋田で働き暮らすことを考 

える機会を県内外の大学生等に提供する。 

・設定期間 令和６年度 
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○環境放射能測定事業                          （４７,５２０） 

   空間放射線量を測定するため５地域振興局に設置したモニタリングポストを 

更新する。 

・設定期間 令和６年度 

 

○高等学校学習環境等整備事業                      （８４,４５９） 

   県立学校等のインターネット接続を高速化し、教育の質を高めるため、必要 

な機器の調達及び構築等を図る。 

・設定期間 令和６～９年度 

 

○あきたＭｕｓｅｕｍ機能強化事業                    （３５,０００） 

   県民に多彩で良質な芸術鑑賞の機会を提供するため、県立美術館、近代美術 

館、博物館及び農業科学館において特別展を開催する。 

・開催内容 ジブリ展、金魚絵師 深堀隆介展、世界の昆虫展 等  

・設定期間 令和６年度 
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 Ⅱ 公共事業 

＜債務負担行為＞ 

   ○国庫補助事業                         （２,６４１,０００） 

・地方道路交付金事業（補修）     757,000 千円 

    ・空港整備事業           489,000 千円 

・秋田港アクセス道路整備事業       470,000 千円 

    ・雪寒建設機械整備事業       440,000 千円 

    ・地方道路交付金事業（雪寒）    315,000 千円 

・地方道路交付金事業（改築）     170,000 千円 

    

○県単独事業                           （１,２９７,２８０） 

・県単道路補修事業        1,034,000 千円 

・県単河川等環境維持修繕事業    114,280 千円 

・県単砂防事業            75,000 千円 

・県単河川改良事業                58,000 千円 

・県単道路維持修繕事業          16,000 千円 

 

○災害復旧事業                           （５８５,２００） 

・現年発生土木災害復旧事業     400,000 千円 

・漁港災害復旧事業         100,000 千円 

・港湾災害復旧事業         50,000 千円 

・漁港災害関連事業         30,000 千円 

・県単漁港維持改良事業        5,200 千円 
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 Ⅲ 人 件 費                             △１１１,２７４ 

人事委員会勧告及び実績見込みに基づき、給与費を補正する。 

   ・人事委員会勧告分   1,715 百万円 

   ・実績見込み分    △1,826 百万円 

 

 

 Ⅳ そ の 他 

 

（１）災害援護資金貸付金                         １１２,７００ 

住家の全壊、半壊及び家財の 1/3 以上の被害があった被災者へ資金貸与を 

行う市町村に対し、その原資を貸し付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

融 資 枠 11,270万円 償還期間 10年（据置３年含む） 

貸付限度額 350万円 

負担割合 国2/3 県1/3 

使 途 生活再建費用 

融資利率 年3.0％以内で市町村条例で定める率（据置期間中は無利子） 
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＜債務負担行為＞ 

○県税クラウド帳票外部委託事業                     （３２,０００） 

令和７年１月から運用開始の県税クラウドサービスで使用する納税通知書等 

の作成・発送を外部委託する。 

・設定期間 令和６年度 

 

○広報事業                               （１１８,３５８） 

 広報紙やテレビ等により、県政及び県議会の情報を提供する。 

① 県広報 

・事 業 費 72,780 千円 

・設定期間 令和６年度 

②議会広報 

    ・事 業 費 45,578 千円 

    ・設定期間 令和６年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


